
○
　
石
松
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
）


　
　
石
松
杏
花
（
１
４
）
、
座
椅
子
に
座
っ
て
真
剣


　
　
に
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。


　
　
石
松
苑
花
（
３
８
）
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
テ


　
　
レ
ビ
を
見
て
い
る
。


　
　
テ
レ
ビ
で
は
、
品
種
改
良
さ
れ
た
花
の
特
集
が


　
　
放
送
さ
れ
て
い
る
。


苑
花
「
ね
ぇ
、
枯
れ
な
い
花
だ
っ
て
」


杏
花
「
（
ゲ
ー
ム
し
な
が
ら
）
ふ
う
ー
ん
」


苑
花
「
綺
麗
ね
ぇ
。
売
っ
て
る
ん
だ
っ
て
」


杏
花
「
（
ゲ
ー
ム
し
な
が
ら
）
う
ー
ん
」


苑
花
「
買
う
？
」


　
　
杏
花
、
ゲ
ー
ム
を
中
断
し
、
テ
レ
ビ
を
見
て
、


杏
花
「
い
ら
な
い
で
し
ょ
？
」


苑
花
「
ど
う
し
て
？
　
世
話
の
必
要
も
な
い
し
、
枯


　
　
れ
な
い
し
、
綺
麗
で
し
ょ
？
」


杏
花
「
綺
麗
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？
　
そ
ん
な
花
」


　
　
再
び
ゲ
ー
ム
を
始
め
る
。


　
　
苑
花
、
テ
レ
ビ
を
見
て
、


苑
花
「
綺
麗
で
し
ょ
？
」


○
　
通
学
路
（
朝
）


　
　
杏
花
、
運
動
着
で
中
学
の
カ
バ
ン
を
背
負
っ
て


　
　
歩
い
て
い
る
。


　
　
杏
花
の
周
り
に
も
、
チ
ラ
ホ
ラ
と
中
学
生
が
歩


　
　
い
て
い
る
。


　
　
杏
花
、
道
端
に
咲
く
花
な
ど
を
横
目
に
見
な
が


　
　
ら
、
歩
い
て
行
く
。


○
　
△
△
中
学
校
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
朝
）


　
　
陸
上
部
の
メ
ン
バ
ー
、
並
ん
で
ト
ラ
ッ
ク
を
走


　
　
っ
て
い
る
。


　
　
杏
花
、
並
ん
で
走
る
陸
上
部
の
真
ん
中
あ
た
り


　
　
で
走
っ
て
い
る
。


　
　
学
校
の
門
の
横
な
ど
に
は
、
青
々
と
生
い
茂
っ


　
　
た
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。


○
　
同
・
陸
上
部
更
衣
室
（
朝
）
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杏
花
、
着
替
え
を
済
ま
せ
、
カ
バ
ン
の
中
に
運


　
　
動
着
を
入
れ
て
い
る
。


　
　
杏
花
の
横
で
着
替
え
て
い
る
西
谷
奈
々
（
１
４
）
、


　
　
制
服
に
着
替
え
な
が
ら
、


奈
々
「
ね
ぇ
、
今
日
っ
て
６
時
間
だ
よ
ね
？
」


杏
花
「
そ
う
だ
よ
。
で
も
、
６
時
間
目
は
道
徳
」


　
　
奈
々
、
咄
嗟
に
顔
を
あ
げ
、


奈
々
「
本
当
に
？
」


杏
花
「
本
当
に
」


　
　
奈
々
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
、


奈
々
「
よ
し
！
」


　
　
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。


奈
々
「
や
ば
っ
！
」


　
　
杏
花
と
奈
々
、
急
い
で
荷
物
を
持
ち
、
走
っ
て


　
　
行
く
。


○
　
同
・
２
年
４
組


　
　
杏
花
と
奈
々
、
教
室
の
中
央
で
隣
同
士
の
席
。


　
　
黒
板
に
は
、
連
立
方
程
式
の
計
算
式
が
書
か
れ


　
　
て
い
る
。


奈
々
「
は
ー
、
眠
い
」


杏
花
「
眠
い
っ
て
、
寝
て
た
じ
ゃ
ん
」


　
　
奈
々
、
連
立
方
程
式
の
式
だ
け
が
書
か
れ
た
ノ


　
　
ー
ト
を
閉
じ
、


奈
々
「
い
く
ら
寝
て
も
眠
い
の
！
」


　
　
奈
々
、
机
に
顔
を
伏
せ
る
。


　
　
杏
花
、
机
の
中
に
ノ
ー
ト
を
入
れ
な
が
ら
、


杏
花
「
あ
っ
、
山
下
先
生
！
」


　
　
奈
々
、
急
い
で
顔
を
上
げ
、
廊
下
の
方
を
見
る
。


　
　
廊
下
に
は
、
生
徒
し
か
見
え
な
い
。


杏
花
「
う
っ
そ
ー
」


奈
々
「
（
怒
っ
て
）
も
ー
う
。
や
め
て
よ
！
」


杏
花
「
で
も
、
ず
っ
と
寝
て
る
と
チ
ク
ら
れ
る
よ
」


奈
々
「
そ
れ
は
ま
ず
い
」


　
　
市
川
大
吾
（
３
２
）
、
入
っ
て
来
て
、
黒
板
を


　
　
消
し
始
め
る
。


杏
花
「
道
徳
、
何
す
る
ん
だ
ろ
？
」
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奈
々
「
ど
う
せ
、
何
か
のD

V
D

見
る
ん
で
し
ょ
？
」


杏
花
「
絶
対
、
暇
だ
よ
ね
？
」


奈
々
「
面
白
か
っ
た
こ
と
な
ん
て
な
い
で
し
ょ
？
」


　
　
市
川
、
黒
板
に
『
美
し
い
も
の
』
と
書
く
。


○
　
同
・
陸
上
部
更
衣
室
（
夕
方
）


　
　
杏
花
、
運
動
着
で
一
人
で
椅
子
に
座
り
、
靴
紐


　
　
を
結
ん
で
い
る
。


　
　
奈
々
、
荷
物
を
持
っ
て
入
っ
て
来
る
。


　
　
杏
花
、
奈
々
が
入
っ
て
来
た
瞬
間
に
立
ち
上
が


　
　
り
、
片
方
の
靴
紐
が
結
べ
て
い
な
い
状
態
で
出


　
　
て
行
こ
う
と
す
る
。


　
　
奈
々
、
咄
嗟
に
、


奈
々
「
杏
花
！
」


　
　
杏
花
、
立
ち
止
ま
る
。


奈
々
「
大
丈
夫
？
」


　
　
杏
花
、
ド
ア
の
方
を
向
い
て
い
る
。


○
　
同
・
２
年
４
組
（
回
想
）


　
　
黒
板
に
は
、
『
富
士
山
　
モ
デ
ル
　
自
然
　
音


　
　
楽
』
と
書
か
れ
て
い
る
。


市
川
「
じ
ゃ
あ
、
音
楽
が
美
し
い
も
の
で
は
無
い
と


　
　
思
う
人
は
い
る
か
？
」


　
　
生
徒
達
、
誰
も
手
を
あ
げ
な
い
。


　
　
市
川
の
ノ
ー
ト
に
は
、
『
一
人
一
人
美
し
い
と


　
　
思
う
も
の
は
違
う
。
他
人
の
美
し
い
を
受
け
入


　
　
れ
る
こ
と
も
重
要
』
と
書
か
れ
、
蛍
光
ペ
ン
で


　
　
印
が
書
か
れ
て
い
る
。


市
川
「
み
ん
な
、
反
対
の
意
見
が
あ
れ
ば
言
っ
て
も


　
　
い
い
ん
だ
ぞ
」


　
　
奈
々
、
杏
花
の
方
を
向
い
て
、


奈
々
「
（
口
パ
ク
で
）
ひ
ま
」


杏
花
「
（
口
パ
ク
で
）
わ
た
し
も
」


　
　
杏
花
と
奈
々
、
微
笑
み
合
う
。


　
　
市
川
、
箱
に
入
っ
て
い
る
折
り
畳
ま
れ
た
紙
を


　
　
一
枚
取
り
、
開
い
て
、


市
川
「
枯
れ
な
い
花
」


　
　
黒
板
に
、
『
枯
れ
な
い
花
』
と
書
く
。
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市
川
「
あ
れ
か
、
昨
日
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
た
よ
な
？


　
　
じ
ゃ
あ
、
枯
れ
な
い
花
が
美
し
い
も
の
で
は
無


　
　
い
と
思
う
人
は
い
る
か
？
」
　
　


　
　
奈
々
、
杏
花
の
方
を
見
る
。


　
　
杏
花
、
手
を
挙
げ
て
い
る
。


　
　
奈
々
、
驚
い
た
顔
を
し
て
い
る
。


市
川
「
お
っ
、
石
松
。
ど
う
し
て
枯
れ
な
い
花
は
美


　
　
し
く
無
い
と
思
う
？
」


杏
花
「
枯
れ
な
い
か
ら
で
す
」


市
川
「
ど
う
し
て
枯
れ
な
い
と
美
し
く
無
い
ん
だ
？
」


　
　
教
室
の
全
員
、
杏
花
に
注
目
し
て
い
る
。


杏
花
「
（
下
を
向
い
て
）…
」


市
川
「
い
い
ぞ
。
実
は
、
先
生
も
枯
れ
な
い
花
は
美


　
　
し
い
も
の
で
は
無
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
石
松


　
　
は
、
枯
れ
な
い
花
は
美
し
く
無
い
と
思
う
？
」


　
　
杏
花
、
顔
を
上
げ
、


杏
花
「
（
小
さ
め
の
声
で
）
終
わ
り
の
な
い
も
の
は
、


　
　
死
な
な
い
も
の
は
、
美
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
」


　
　
生
徒A

、
教
科
を
見
て
、


生
徒A

「
（
バ
カ
に
す
る
よ
う
に
）
わ
う
ー
！
　
こ


　
　
い
つ
サ
イ
コ
パ
ス
だ
！
　
死
な
な
い
と
美
し
く


　
　
な
い
だ
っ
て
！
」


　
　
生
徒
達
、
笑
う
。


　
　
杏
花
、
下
を
向
く
。


市
川
「
お
い
！
　
茶
化
す
な
！
　
立
派
な
意
見
だ
ろ
？
」


　
　
杏
花
、
下
を
向
い
た
ま
ま
。


　
　
奈
々
、
心
配
そ
う
に
杏
花
を
見
て
い
る
。


○
　
同
・
陸
上
部
更
衣
室
（
夕
方
）


　
　
杏
花
、
ド
ア
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。


　
　
奈
々
、
心
配
そ
う
に
杏
花
を
見
て
、


奈
々
「
大
丈
夫
？
」


　
　
杏
花
、
奈
々
の
方
に
振
り
返
っ
て
、


杏
花
「
大
丈
夫
だ
よ
。
や
っ
ぱ
り
、
枯
れ
な
い
花
な


　
　
ん
て
美
し
く
な
い
も
ん
」


　
　
走
っ
て
出
て
い
く
。


　
　
奈
、
閉
ま
っ
て
い
く
ド
ア
を
見
て
い
る
。
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